
計画名：新千里東町近隣センター地区第一種市街地再開発事業

所在地：豊中市新千里東町3-11（地番）

位置図



東街区マンション 総１８１⼾（分譲）

２０２１年３月３１日 竣工予定

東街区竣工以降 １８１⼾×４人＝７２４人増加

ローレルコートあかしやの丘 総２２１⼾（分譲）

２２１⼾×４人＝８８４人

グランドメゾン千里中央東丘 総２４６⼾（分譲）

２４６⼾×４人＝９８４人

ジェイグラン千里中央 総１４０⼾（分譲）

１４０⼾×４人＝５６０人

⻄街区マンション 総１５２⼾（分譲）

２０２４年１０月末日 竣工予定

⻄街区竣⼯以降 １５２⼾×４人＝６０８人増加

豊中市立東丘小学校

児童数５８０人（令和２年度）

地区会館

北大阪急行「千里中央」駅

大阪モノレール「千里中央」駅

車両交通量１１３台（ピーク１時間往復）

横断歩道新設予定箇所

（地点A）

豊中市立第八中学校

生徒数２５９人（令和２年度）

ＵＲ新千里東町 ３６０⼾（賃貸11棟）

３６０⼾×２人＝７２０人
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歩行者メイン動線



＜前提＞ ●歩行者通行量

【現時点】

①グランドメゾン千里中央東丘 246戸×4人＝984人 ※動線が複数あるため、片道分のみの算出とする

②ローレルコートあかしやの丘 221戸×4人×2（往復分）＝1,768人

③ジェイグラン千里中央 140戸×4人×2（往復分）＝1,120人

④ＵＲ新千里東町 360戸×2人×2（往復分）＝1,440人

＜考察主旨＞ （合計：24時間）①+②+③+④ ＝ 5,312人

（1時間あたり）5,312÷24時間＝ 222人

【東街区完成時点】

＜考察経過＞ ⑤（竣工による増加）東街区マンション 181戸×4人×2（往復分）＝1,448人

●自動車交通量 （合計：24時間）①+②+③+④+⑤ ＝ 6,760人

【現時点】 （1時間あたり） 6,760÷24時間 ＝ 282人

「本事業における交通量調査に基づく、店舗移転後の千里センター通り線の交通量予測」より

調査日時 平日：2016年3月22日(火) 休日：2016年3月20日(日) 【西街区完成時点】

調査場所 本計画地南東側交差点(府道本線側)および既存店舗来店台数 ⑥（竣工による増加）西街区マンション 152戸×4人×2（往復分）＝1,216人

調査結果 （合計：24時間）①+②+③+④+⑤+⑥ ＝ 7,976人

・東街区南東交差点での自動車交通量 （1時間あたり） 7,976÷24時間 ＝ 282人

平日(24時間)：府道側から流入 680台、府道側へ流出 733台 → 合計1413台－Ⅰ

ﾋﾟｰｸ(8時台)：府道側から流入 44台、府道側へ流出 39台 → 合計83台 ⇒ ﾋﾟｰｸ率5.9％ ＜考察結果＞

休日(24時間)：府道側から流入 576台、府道側へ流出 393台 ⇒ 合計969台－Ⅱ 自動車交通量と歩行者通行量

ﾋﾟｰｸ(15時台)：府道側から流入 62台、府道側へ流出 36台 → 合計98台 ⇒ ﾋﾟｰｸ率10％

・既存店舗来店台数(13時台－18時台)

平日：168台

1時間当り 168台 ÷ 6時間 → 28台/時

営業時間合計 28台 × 10時間(10時－20時) → 280台 ⇒ 往復560台－Ⅲ

休日：204台

1時間当り 204台 ÷ 6時間 → 34台/時

営業時間合計 34台 × 10時間(10時－20時) → 340台 ⇒ 往復680台－Ⅳ

【東街区完成時点】

2009年実施の「大阪府営豊中新千里東住宅民活ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの環境影響評価の調査」による予測に基づき、

東街区の駐車区画数に(平日)係数3.5、(休日)係数3.1を乗じた数字を予測発生集中台数とする。※西街区も同様

(24時間)

平日：（Ⅰ－Ⅲ）＋「新設駐車区画数 146台」×3.5 ⇒ 1,364台

休日：（Ⅱ－Ⅳ）＋「新設駐車区画数 146台」×3.1 ⇒ 742台

(ﾋﾟｰｸ時)

平日：8時 1,364台×5.9％ ⇒ 81台

休日：15時 742台×10％ ⇒ 75台

【西街区完成時点】

(24時間)

平日：（Ⅰ－Ⅲ）＋「新設駐車区画数 271台」×3.5 ⇒ 1,802台

休日：（Ⅱ－Ⅳ）＋「新設駐車区画数 271台」×3.1 ⇒ 1,130台

(ﾋﾟｰｸ時)

平日：8時 1,802台×5.9％ ⇒ 107台

休日：15時 1,130台×10％ ⇒ 113台

新千里東町近隣センター地区第一種市街地再開発事業 横断歩道新設協議

98台

1時間あたり
自動車交通量

113台
（現時点+15台）

81台
（現時点-17台）

・本事業は東街区（共同住宅+商業施設）・地区会館（公共施設）・西街区（共同住宅）の３工区から成る
再開発事業であり、東街区～地区会館～西街区の順に施工を行う。

・新千里東町地区における生活必需品を取り扱う商業施設は本事業東街区（１階）のみであり、同地区の全
ての住民は本事業東街区（１階）を利用するものとした。

・住民数は総戸数から建物規模を考慮して算出した。

別紙横断歩道新設予定箇所（地点A）の自動車交通量と歩行者通行量について、【現時点】【東街区完成時点】
【西街区完成時点】の数値をそれぞれ算出し、横断歩道新設の必要性について考察した。

現時点

東街区
完成時点

西街区
完成時点

地点Ａは、東街区（共同住宅・商業施設）と公共交通機関（北大阪急行・大阪モノレール 千
里中央駅）及び公共施設（豊中市立東丘小学校、豊中市立第八中学校、地区会館）を結ぶメイ
ン動線である為、上記のとおり多くの歩行者と自動車が交錯することが予測される。
東街区完成時点においては、１時間あたりの自動車交通量は既存店舗移転に伴い現時点より17
台減少するが、西街区完成までの一時的なものであり、１時間あたりの歩行者通行量は現時点
より60人増加するため、自動車と歩行者の交錯頻度は現時点より増加すると予測される。
西街区完成時点においては、１時間あたりの自動車交通量は現時点より15台増加、歩行者通行
量は現時点より111人増加するため、自動車と歩行者の交錯頻度は更に増加すると予測される。
また、児童数に関しても東街区完成時には70人～80人の児童が増加すると想定されていること
から、地点Ａを通学路動線に指定する方向で現在豊中市や小学校ＰＴＡと協議検討を進めてお
り、地元自治協議会から横断歩道新設について強い要望が出ている。
以上のことから、地点Ａにおいては、今後自動車と歩行者の交錯頻度が増加することは明確で
あり、歩行者（特に児童）の交通の安全に配慮すると、東街区完成時点から地点Ａに横断歩道
を新設する必要性は十分であると考える。

333人
（現時点+111人）

282人
（現時点+60人）

222人

1時間あたり
歩行者通行量

東街区完成時点の千里センター通り線

のピーク１時間交通量

現時点の千里センター通り線

のピーク１時間交通量

西街区完成時点の千里センター通り線

のピーク１時間交通量
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今後計画に変更が生じる可能性がございます。

※西１地区および西２地区は、構想図であり行政協議未了の為、
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S:1/500新千里東町近隣センター地区第一種市街地再開発事業

新現況図より
（世界測地系）


